

























富 山 大 学 人 間 発 達 科 学 部 附 属 幼 稚 園  
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共同研究プロジェクト WG 委員長 
長谷川春生 
 




今年度の活動の概要  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    1 
 
グループ研究 
国語科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ５ 
社会科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ７ 
算数・数学教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３２ 
理科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ３７ 
音楽教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５５ 
造形教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５７ 
家庭科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ５９ 
健康教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ６４ 
英語科教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７２ 
生活・総合  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７７ 
支援ツール開発  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８５ 
ムーブメント教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９７ 
障害理解教育  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０８ 














































































 ・今年度の企画・参加者募集について （持ち回り） 
第２回 平成２４年５月１６日（水） 
 ・今年度のグループの確定 （持ち回り） 
第３回 平成２４年５月２３日（水） 
 ・今年度のグループ予算の確定 （持ち回り） 











 ・附属幼稚園： 徳橋曜（園長）、平井久美子（副園長） 
 ・附属小学校： 岡﨑誠司（校長）、荒治和幸（副校長） 
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 ・附属中学校： 米田猛（校長）、矢野勝也（副校長） 
 ・附属特別支援学校： 大川信行（校長）、泉溪正十（副校長） 
 
 ②ワーキング・グループ 
 ・学部： 小川亮、笹田茂樹、野平慎二（長）、長谷川春生 
 ・附属幼稚園： 加藤ちえみ 
 ・附属小学校： 北岡明 
 ・附属中学校： 北岡聡 











代 表 ： 米田 猛









































































































































































































































































































１ 資料を読み取る。 ・ 政府からの通達である生産調整に関する資料を提示
し、内容を読み取る場を設ける。





































































  第５次 南アメリカのまとめ・・・・・・・・・・・・・・・・１時間 
 ②本時の学習 
 ア 本時の目標 
・ ブラジルにおける森林法改正案について、ブラジルの国会議員の立場で「どうしたらよ
いのか、どの解決策がより望ましいのか」を経済発展と自然保護の両面から思考し，根拠
を明確にして自分なりの判断を行うことができる。   
 イ 本時の展開 
























































































































































































資 料 １  こ れ ま で の 森 林 法   資 料 ２  森 林 法 改 正 と 農 業  資 料 ３  ア マ ゾ ン 横 断 道 路  
資 料 ４  大 豆 集 積 所  資 料 ５  大 豆 生 産 者   資 料 ６  ブ ラ ジ ル に お け る 産 業 別 労 働 者 数 と 所 得  
資 料 ７  法 改 正 に よ っ て 失 わ れ る 森 林   資 料 ８  森 林 法 改 正 の 問 題   資 料 ９  消 失 し た 森 林  












資 料 １  こ れ ま で の 森 林 法   資 料 ２  大 豆 生 産 者   資 料 ３  森 林 法 改 正 と 農 業  
     資 料 ４  ブ ラ ジ ル に お け る 産 業 別 労 働 者 数 と 所 得   資 料 ５  ア マ ゾ ン 横 断 道 路  
     資 料 ６  生 物 多 様 性   資 料 ７  森 林 法 改 正 の 問 題 １    資 料 ８ 森 林 法 改 正 の 問 題 ２   
資 料 ９  法 改 正 に よ っ て 失 わ れ る 森 林  
 ② 評価問題作成の意図 

















   
 
解答欄 












 ① 成果 









































学習 学 習 活 動 指導上の 配時
内容 留意点 （分）




課題 ○幕府の会議に出席しているという形で意見交換を行う。 ・座席は、 35
の ・国書の内容をすべて受け入れる 互いの表情

























































資料１ 黒船の力 資料２ ペリーが持参した献上品
資料３ 貿易の利益 資料４ 孝明天皇（ペリー来航当時の天皇）













資料１ 貿易の利益 資料２ ペリーが持参した献上品
資料３ ペリー来校時の狂歌 資料４ 孝明天皇（ペリー来航当時の天皇）の書簡




































































































































































































































（人） ○正答 △(知識理解ミス) △ (前後説明不足) × (無解答) × (誤答)
説明Ａ ２３ ５ ６ ５ １
























   附属小学校     萩中 泰弘、 前田 正秀 
   附属中学校     河原 弘幸、 長田 正臣、 中林 雅史 
     附属特別支援学校    柳川 公三子 







































ア 島めぐりコース ７２１００円 
イ ビーチコース ６２３００円 
ウ 歴史コース ５８９００円 
四捨五入によるもの 
ア ①①①①①①①（７万円） 
イ ①①①①①① （６万円） 
ウ ①①①①①① （６万円） 
切り上げによるもの 
ア ①①①①①①①①（８万円） 
イ ①①①①①①① （７万円） 
ウ ①①①①①①  （６万円） 
切り捨てによるもの 
ア ①①①①①①①（７万円） 
イ ①①①①①① （６万円） 
ウ ①①①①①  （５万円） 
32
Ｃ１  （数直線を使って）72100 円はここで、８万と７万を比べると７万の方に近い。
62300 円も６万と７万を比べると、６万に近い。 
         60000 62300     70000 72100      80000 
             ↓           ↓ 
 
Ｃ２  いちばん大きい位の一つ下の位を四捨五入する。１～４の小さい数を捨てて、５～９の
大きい数を 10 にする。 
 
Ｃ３ 千の位が5 より上というのは、半分より上のこと。55000 より大きいのは 6 万に近い。 
近い方が、「このくらい出せばいい」と分かるから。 
Ｃ４ （数直線を使って）境界線はここ(5000 円)になる。60000 の範囲は 60000～65000
で…。 
 






Ｃ５  72100 円を約８万にすると、お客さんは安いのを選ぶから、高いのを見せることに
なる。 
Ｃ６  72100 円を約 7 万にするのは差が 2100 円。72100 円を約８万にすると 7900
円の差になる。差が少ない方がいいと思う。 
Ｃ７  72100 円と 80000 円はけっこうの差がある。パンフレットを見た人は「高いな」
と思う。一万の違いでお客さんの感じ方はすごく違う。72100 円が約７万ならすごく
近い。 






















  本時では、次のような思考の道筋を通ると仮定して、授業を行った。 
【道筋１】考えをつくり上げる（既習をもとに考える） 
     ↓ 
【道筋２】考えが揺さぶられる（それまでの考えでは矛盾が生じてくる） 































































































附属小： 澤柿教淳 橋本大一郎 有島智美
附属中： 堀 篤史 大門知代 玉生貴大









・ 附属小・中教員 並びに 大学教員は、議論に参加するとともに、実践後、考えさ
せられたことを各自がまとめる（分担 。）
【研究の経過】
第1回 平成24年 6月27日（水） 今年度の研究の見通し









     「南極授業」の理科教育的意義に関する考察 














(1) １回目 2014 年 1 月 27 日（日）富山大学黒田講堂  
    子供〜一般 約 350 名 
(2) ２回目 2014 年 1 月 31 日（木）富山大学附属小学校  
    全校児童  約 470 名 
(3) ３回目 2014 年 2 月 11 日（月）東京都多摩動物園  
    希望者 
 
２ 「南極授業」コンテンツに関する考察 
(1) 「教材」となり得た VTR コンテンツについて 
 観測隊同行中に作成したコンテンツ（含作成中）は以下。 
 ○———使用  ▲———一部使用  ★ゲスト招聘 
No. タイトル 黒田講堂 附属小 
1 JARE54-出発式   
2 JARE54-フリーマントルにて   
3 JARE54-「しらせ」艦内生活   
4 JARE54-「しらせ」停船観測 ○  








第 54 次日本南極地域観測隊 夏隊同行 
（2013 年 11 月 25 日〜2014 年 12 月 20 日） 
38
5 JARE54-「しらせ」ラミング ○  
6 JARE54-白夜のペンギン   
7 JARE54-南極の太陽   
8 JARE54-ゾンデ放球  ○ 
9 JARE54-PANSY 計画 ○  
10 JARE54-昭和基地エコ生活   
11 JARE54-昭和基地の石は語る  ○ 
12 JARE54-ブリザード並みの強風 ○ ▲ 
13 JARE54-基地内遠足   
14 JARE54-芦くら寺五人衆 ○ ★ ○ 
15 JARE54-元旦フライト   




18 JARE54-ラングホブデ 雪鳥沢にて   
19 JARE54-スカルブスネス きざはし浜にて  ▲ 
20 JARE54-スカーレン スカーレン大池にて   
21 JARE54-ラングホブデ 袋浦にて ○ ○ 
22 JARE54-S17 写真集 スライドショー ○  
23 JARE54-立山と南極 スライドショー ○  
24 JARE54-   
25 JARE54-南極ミニ実験集  ○ 
26 JARE54-    
27 JARE54-南極の音楽  ○ 
28 JARE54-   
29 JARE54-   
30    
その他 1 仮オープニング ○ ○ 
その他 2 オープニング ○ ○ 














No. 9 JARE54-PANSY 計画  
No.14 JARE54-芦くら寺五人衆  
No.17 JARE54-世界初！無人航空機気体サンプリング 
No.19 JARE54-スカルブスネス きざはし浜にて 
No.23 JARE54-立山と南極 スライドショー  





























































































に自分の言葉をテロップで重ねる。「いつ ここにやってきたのか いつから 


























































































































         2014 年３月 
富山大学人間発達科学部附属小学校 JARE54 澤柿 教淳 
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「本物の自然」に学ぶ理科の本質
































































































 生前は賞賛され数多くの賞を受けた Midgley だが、現在の評価は随分と手厳しい。
CFC と TEL が環境破壊や健康被害を招き、それらの製造と使用が多くの国で禁止さ







[1] Williams, K. R. J. Chem. Educ. 2000, 77, 1540. 
[2] Kauffman, G. B. J. Chem. Educ. 2002, 79, 559. 
[3] Elliott, S.; Rowland, F. S. J. Chem. Educ. 1987, 64, 387. 





















































































ないようすであった。最後部の 6 年 2 組は，6 年 1 組の後ろで，かつ背の高い


































具体的には、中盤の授業、約 30 分間だけを取っても、南極昭和基地大型大気レーダー計画「PANSY 計
































１ 平成 24 年（2012 年）度 教員南極派遣プログラム 実施要項 
２ “見る力”の発展 南極から風をよむ、Nikon、  




  本年度の理科プロジェクトは、附属小学校の澤柿教諭の第 54 次日本南極
地域観測隊参加を受けて、当初の予定から実施内容を変更したと聞く。筆者は
本年度初めて理科プロジェクトに参加するので推測になるが、例年とは異なる



































学部      松本  淸  森田 信一  千田 恭子  坂本麻実子 
附属小学校   藤井 亜弓  村井 悠子 




















 第２学年「ききあいながら、たのしくうたおう」       授業者  藤井 亜弓 
  歌唱イ・エ、鑑賞イ 〔共通事項〕音色、強弱、反復、問いと答え 
 第３学年「ドリア旋法による音楽づくり」          授業者  村井 悠子 
  音楽づくりア・イ、鑑賞イ 〔共通事項〕 旋律、音の重なり、反復、変化 
 
◆研究シリーズ（１２月）公開授業の事前検討会 
 第２学年「２年１組のテーマソングをつくろう」       授業者  藤井 亜弓 
  歌唱イ、音楽づくりイ 〔共通事項〕リズム、旋律、拍の流れ、フレーズ、反復 
 
◆研究シリーズ（１月）公開授業の事後報告会 
 第３学年「ひびかせよう すてきなハーモニー」       授業者  村井 悠子 
  歌唱イ・エ 〔共通事項〕音色、旋律、強弱、音の重なり、反復、変化 
55
３ 中学校における共同プロの研究成果 










































   －幼小中のつながりを意識しながら， 
            造形教育で身につける力について研究する－ 
 
  代   表 ： 隅 敦 
  附属幼稚園 ： 中田 良子(H23・H24)，林 智子 
  附属小学校 ： 大島 孝明 
  附属中学校 ： 藪 陽介 
  附属特別支援学校 ： 中江 麻由美（H23） 
































平成 24 年度  












  附属小学校の大島教諭がかつて 2 年生で実施した、デカルコマニーから発想して絵に表
す題材を，幼稚園，小学校，中学校でそれぞれ実施することになった。その際の研究の観






















附属特別支援学校： 高附 真梨子 
附属小学校   ： 森永 郁江 
附属中学校   ： 山崎 陽江 






















































































































































代   表       神川 康子 
  附属小学校      松森 由香里 
  附属中学校      大場 真紀子 
  附属特別支援学校   池田 優香 
  附属幼稚園       島田 みどり 
  学部         藤本 孝子 、澤  聡美 













平成 24 年度は 4 月 13 日から 2 月 12 日まで計 9 回の生活習慣研究会を開催し、基本
項目、睡眠、食生活、体の調子、運動習慣、放課後の過ごし方、こころの状態、生活の様
子の観点を盛り込んだ調査票を作成し、実施を始めた。幼稚園 2 校、小学校 2 校、中学校
2 校、大学 1 校、社会人より、延べ 1950 枚の調査票を回収した。次年度以降もアンケー
ト調査の実施を続ける予定である。 
分析についても途中段階であるが、今回は食生活の観点から分析を行った結果の一部を



































































めまいや立ちくらみ ― ― ― ― ― ― ＊ ― ―
すぐに疲れる ― ― ― ― ― ― ＊ ― ―
腹痛 ― ― ― ― ― ― ＊ ― ―
朝からあくびが出る ＊ ― ― ― ― ― ― ＊ ―
肩こり ― ― ― ― ― ― ― ― ―
腰痛 ― ― ― ― ― ― ― ＊ ―
虫歯 ― ― ― ― ＊ ― ― ＊ ―
大便の頻度 ＊＊ ＊ ― ＊ ― ― ― ― ＊
自分が好き ― ＊ ― ― ― ― ＊ ― ―
友達と仲良く遊ぶ ― ＊ ― ― ― ― ― ― ―
学校のことで悩む ― ― ― ― ― ＊ ＊ ― ―
イライラすると食べる ＊＊ ― ― ― ― ― ― ― ＊
食べすぎて自分が嫌になる ＊ ― ― ― ― ― ＊ ＊ ＊
お腹がすくとイライラする ― ― ― ― ― ― ― ― ―
やる気 ― ― ＊ ＊＊ ― ＊ ― ＊ ―
イライラする ― ― ― ― ― ― ― ― ―
学校行事が楽しみ ― ― ― ― ＊＊ ＊ ― ― ―
楽しく学習できる ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ― ― ＊ ―
毎日が楽しい ― ＊＊ ＊ ― ＊ ― ― ― ―
仲のいい友達がいる ― ＊ ＊ ― ― ＊＊ ― ― ―
家族が好き ― ― ＊ ― ― ＊ ― ― ＊
学校が楽しみ ― ― ＊ ― ＊ ＊＊ ― ― ―
思い通りいかなくても我慢で
きる ― ― ― ― ― ― ― ― ＊
皆の前で大きい声で返事でき
る ＊＊ ― ＊ ＊ ― ― ― ― ―
授業中は集中できる ＊＊ ― ― ＊ ＊ ＊＊ ― ＊ ＊
すぐに決断できる ― ― ― ― ― ― ― ― ＊
周りの人は良いところを認め
てくれる ― ― ＊＊ ― ― ＊ ― ― ―
やってみたいことがいろいろ
ある ― ― ― ＊ ＊＊ ― ― ― ―
学校の出来事を家で話す ― ― ＊ ― ― ― ― ― ―
家族に相談する ― ― ― ― ― ― ― ― ―
自分の良いところを知ってい
る ― ― ― ― ― ― ― ― ＊
心配事がある ― ― ― ― ― ＊ ― ― ―
失敗が気になる ― ― ― ― ― ― ― ― ―
Ａ Ｂ 
65
（２）附属小学校での取り組み  ～とやまゲンキッズ作戦の取り組みから～ 
 ① 今年度は「とやまゲンキッズ作戦－健康づくりノート－」を 7 月、12 月、3 月の年
3 回実施し、結果は毎回“ほけんだより”でお知らせした。一年間の結果は下記のとお
りであった。 
   ○ベスト３ 
    1 位 朝ごはんを食べている（約９７％） 
    2 位 仲の良い友だちがいる（約９６％） 
    3 位 家族と一緒に食事を食べている（約９５％） 
   ○ワースト３ 
１位 早く寝る（約２５％） 
    ２位 TV・ゲームが 1 時間未満（約４６％） 
    ３位 朝からあくびがでない（約５０％） 
   １２月は 7 月や 3 月に比べて、ワースト３の項目、順位は変わらなかったが、値が
わずかだが低くなっていた。 






 ② 就寝時刻について 



























〈ほけんだより 7 月号より〉 
 
 














  ① 生徒の実態 





以下のように行っている。   
   ② 基本的生活習慣の育成  
 時期 指導内容 指導者 対象 

















養護教諭 1 年生保健委員 







  （Ｈ２４年度受診率９８．１％） 
1 年生と２・３年生の継
続観察生徒 








   講 師  富山大学名誉教授・富山産業保健センター所長 鏡森 定信先生 
     対 象  1 年生１６０名とその保護者（参加希望者） 





     成長ホルモンの分泌 
      記憶にかかわる脳の海馬の成長 
      記憶の固定 
      ＮＫ（ナチュラルキラー）細胞の活性化 
    心の健康（うつ予防） 
・朝食の重要性                      
68
○生活習慣病講演会事前プレゼンテーション 

























































































7 月 2 日(月)～6 日（金）をむし歯予防週間とし、ポスター・標語の作成、歯みが
きカレンダーによる歯みがきチェック（小学部）、賞状の配付、お昼の校内放送など



































   11 月 30 日（金）に歯科保健医療総合センター 

















    





  代   表 ： 岡崎 浩幸 
  附属小学校 ： 横山 恵 
附属中学校 ： 浦田 栄信、吉崎 理香、岩城 廣和 


































（解:指一本で触った感じでは“バナナ”っぽいな）  出・・・出題者側 解・・・解答者側 
出: “What's this?”（これは何？） 
解: “Hint, please.” （ヒントをください。）“What color？”（色は何？） 
出: “It’s yellow.” （黄色です。） 
解: “Yellow？” （黄色？）（やっぱり“バナナ”だ） “What group？” （グループは？） 
出: “It’s fruits.” （果物です。）（解: “バナナ”にまちがいないな） 
解: “Big? Small? ” （大きい？小さい？） 
出: “It’s big.”（大きいです。） 
解: “ Long? Short? ” （長い？短い？） 
出: “It’s short. “ （短いです。）（解:あれ、短いの？“バナナ”ではないのかな） 
解: “Do you like? ” （好きですか？） 
出: “Yes.”（好きです） 
解: “It's banana.”（バナナだと思う。） 
出: “Final answer?”（最後の答え？） 
解:（箱の中に手を入れて、手全体で形を確認した瞬間） 
“OK. I know. It's lemon！ ”（分かった！レモンだ） 

































































































Learning Journal 実施後の教師への質問 
 
Learning Journal 内容 
A 生徒にどのようなことを聞かれましたか。（質問内容）（実施日も教えてください） 
（１）今日の授業の目標 「一般動詞の過去形を知る」（２月２８日、３月１９日） 














   ノートをとることに時間をとられ、他の活動にきちんと取り組めなかった。 
↑（上記と逆） 
（６）規則動詞の過去形の発音がよく分からない。（-ed が〔ｔ〕なのか〔ｄ〕なのか。） 
   ・不規則動詞の過去形の発音、つづりを覚えられない。 
   ・ノートを素早くとることができない。 
 

































 一つのスキルに特化したページもあるので、そのようなスキルのみに焦点をあてた授業にも対応できるようなジャ  ー     














Allwright, D. (2003). Exploratory practice: Rethinking practitioner research in language teaching. Language 
Teaching Research, 7(2), 113-141. 
Allwright, D. (2006). Six promising directions in applied linguistics. In S. Gieve & I. K. Miller (Eds.), 




（部員） 世 話 人 ： 松本謙一
附属幼稚園 ： 加藤ちえみ
附属幼稚園 ： 舟林 美乃
附属小学校 ： 有島智美


















第１回 研究部会 ６月２７日 今年度の研究の見通し
第２回 研究部会 ６月２８日 実践の考察






















































 ・ 年少児：プランターで花を育てる。 




































































 生 活 科 の ね ら い に 適 し た 栽 培 活 動  
～ １ 年 「 つ く ろ う わ た し の ち い さ な お に わ 」 の 実 践 か ら ～  



















(3) 本学附属小学校 1 年 1 組にて教諭有島が実践
を行い、荒田が参与観察する。(平成 24 年 5 月






































































































































































【写真 2 お庭を飾り付ける H 児】 
【グラフ 1 育てた植物の種類数】
【図 2 話し合いの概要】 
【図 3 教科目標の 5 要素】 
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附属幼稚園｢親子栽培活動｣の具体とその効果 











① 活動での会話や行動(特に観対児 2 名)を継続的に観察・記録する。 
② 観察･記録を 14 名でカンファレンスし､活動での子どもの育ち､教師･保護者の援助について検討する｡ 













を示すと表 1 のようになる。 
【表 1 Ａ児の活動の考察】    □ ：事実(青：子どもにとって悲しい事実) (赤：子どもにとって嬉しい事実) 




・特徴 2：植物がうまく育たない原因の追  
及：矢印オ 




















 子どもの頑張る気持ちを支える援助、 友達とのかかわりをうむ援助、 子どもの自主性を促す援助などの
ように ３種類の親と教諭、同じ援助をしているととらえる。  
月 4 5 6 7
日 30 1 2 7 8 9 10 11 14 15 16 17 18 21 22 23 24 25 27 28 29 30 31 1 4 5 6 7 8 11 12 13 14 15 18 19 20 21 22 25 26 27 28 29 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13























































































































































































































(1) 観察対象児 2 名の活動と全体の育ちから、どのような効果があったといえるか 
 Ａ児、Ｂ児、全体の育ちを総合的にみると、子どもの活動には表 2 の共通点がみられた。 








【表 3 子どもの育ちを生んだ親子栽培の活動の特徴】 
ⅰ 植物を継続して育てる活動であったこと                    ･･･オ､ツより 
ⅱ 親子ごとの活動であり、親子で活動方法、植えるものなどが自由であること    ･･･エ､ツより 
ⅲ 子どもの活動の周りには､子どもの気持ちを共感的に受け止める様々な人がいたこと･･･コ､ツ､チ､トより 




 (3) 多様な｢協力｣の中での親子栽培活動の意味と可能性 





② これからの活用への可能性  
幼稚園では、保護者が送り迎えしているので小中学校に比べ容易にできた。 また、この活動を、学校教育の






える、 そのような環境を幼稚園が整えたことこそ、子どもの大きな育ちを生んだといえる(図 4)                                                                   
【図 3 園長の願いと実際の活動】 【図 4 子どもの育ちを生んだプロセス】 
【図 2 保護者アンケートから ①】 













代  表     ： 阿部 美穂子（人間発達科学部） 

































関連する状況 直前のきっかけ 行動 結果




























   第 1 回 １０月       今後のスケジュールについて・事例研究のテーマの検討 
第２回 １１月～２月    支援ツールの作成、実践 
第３回  ２月       支援ツールの発表、質疑応答、協議、まとめ 
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附属特別支援学校 小学部教諭 大村 和彦 
 






































































































































































































附属特別支援学校 中学部教諭 書川 隆行 








































































































































１０月３１日（水） 授業研究『高等部 音楽科』 
場所：附属特別支援学校 音楽室 
１１月 ８日（木） 
   １３日（火） 

















学      部   阿部美穂子(代表) 






































































































附属特別支援学校 高等部教諭   野﨑 美保  
１ 対象生徒 






３ 活動内容                 
学習活動 目標 
１ 導 入 













   
 




































































    ２）友達と一緒に動きを合わせて活動する経験が乏しく、難しい。 




























































































































































附属特別支援学校 小学部教諭  池田 弘紀 
１ 対象児童 





   ・こやぎの家に遊びに来た動物たちの姿勢や動き、特徴などを考え、表現すること
ができる。 
   ・おおかみ役の友達や教師に見つからないように工夫して隠れたり、自分で新たな
隠れ場所を考えたりすることができる。 
  【おおかみ役】 






































































































































































  代   表 ： 西館有沙 
  附属幼稚園 ： 岩田郁代 
  附属小学校 ： 秋盛勇 









靴を履くという単純な動作でさえ、1 年生の 68％、3 年生の 61％は視覚障害者一人では困難であると
考えていることが確認された。 
















３．小学 3 年次を対象にした総合的な学習の時間における教育実践 
（1）実践の手続き 
108
対象児は、富山市内の小学校の第 4 学年 2 クラスの子ども 79 名であった。1 クラスにつき総合的な
学習の時間 2 コマ（1 コマ 45 分）を使って、視覚障害理解教育を行った。第 1 回目の授業の実施時期
は 2013 年 1 月中旬、第 2 回目は 1 月下旬であった。授業は各クラスの教室内において担任が行った。 
（2）各コマの授業テーマと指導案 


































表 1．1 コマ目の指導案（1 コマ 45 分） 
学習活動 主な指導・支援（○）と留意点（・） 準備物 












































































表 2．2 コマ目の指導案（1 コマ 45 分） 
学習活動 主な指導・支援（○）と留意点（・） 準備物 





















点 字 ク イ ズ







































   
＜着替え場面＞                ＜食事場面＞ 
    
＜外歩き場面＞                ＜入浴場面＞ 















 2 コマの授業とも受けた富山市内の小学校の第 4 学年 2 クラスの子ども 73 名を対象に、授業の 1 週
間前から授業日前日までの期間内（2013 年 1 月 9、10 日）と、授業後 1 週間以内（2013 年 1 月
22、25 日）に、同じ内容の質問紙調査（自記式）を 2 回行った。質問紙は各クラスの担任によって直
接配布・回収された。授業前後で個の回答結果を対応させる必要があったが、実名を記入させることに
より回答にバイアスがかかることに配慮が必要であった。そこで、好きな動物と好きな食べ物を組み合




割合は、靴履き 62％、外歩き 51％、食事 34％、着替え 32％、入浴 22％であった。授業後は、靴履







きない」に分けて計数した結果を表 5 に示した。 
表 4、5 より、靴履きについては授業前に一人でできると回答した子どもが 62％いた。また、彼らの
多くは、授業後に回答を変化させることがなかった。これは、昨年度の実践において教員が目隠しをし
て靴を履く場面を見せたことによる効果が持続していることを示唆する結果と言える。さらに、授業前















表 3．授業前後における子どもの認識                        N＝73 






授業前 62％（45 名） 36％（26 名） 1％（ 1 名） 1％（ 1 名） 
授業後 71％（52 名） 26％（19 名） 3％（ 2 名） 0          
外歩き 
授業前 51％（37 名） 33％（24 名） 15％（11 名） 1％（ 1 名） 
授業後 66％（48 名） 25％（18 名） 8％（ 6 名） 0          
食事 
授業前 34％（25 名） 53％（39 名） 8％（ 6 名） 4％（ 3 名） 
授業後 15％（11 名） 79％（58 名） 3％（ 2 名） 3％（ 2 名） 
着替え 
授業前 32％（23 名） 56％（41 名） 11％（ 8 名） 1％（ 1 名） 
授業後 58％（42 名） 34％（25 名） 8％（ 6 名） 0          
入浴 
授業前 22％（16 名） 47％（34 名） 23％（17 名） 8％（ 6 名） 


























られなかった子どもの回答をみると、「少し手伝うとできる」が 8 割を占めている（表 5）。また、授業
後にできない方向へ回答を変えた 27％の子どもの多くは、「一人でできる」から「少し手伝うとできる」
に移行していた。 
 着替えや入浴については、できる方向へ変化した子どもは着替えで 37％、入浴で 45％であり、授業







 指導案 2（表 2）において、「2 つの点字は同じか、違うかクイズ」を行った。このクイズは、子ども
が点字を識別できるという体験と、識別しにくい点字があるという体験の両方をもつことをねらった。
そこで、そのねらいが達成されたか否かを確認し、授業教材として適切であったかどうかを評価するこ
とにした。クイズの出題内容および問題ごとの正答者数と正答率を表 6 に示した。表 6 の①～④につい 
表 4．視覚障害者が練習すれば一人でできることに関する授業前における回答の変化   N＝73 
 変化なし できる方向へ変化 できない方向へ変化 
靴履き 59％（43 名） 26％（19 名） 15％（11 名） 
外歩き 48％（35 名） 36％（26 名） 15％（11 名） 
食事 56％（41 名） 16％（12 名） 27％（20 名） 
着替え 55％（40 名） 37％（27 名） 8％（ 6 名） 
入浴 37％（27 名） 45％（33 名） 18％（13 名） 
 
表 5．授業前後で回答に変化がなかった子どもの回答 





靴履き（n=43） 79％（34 名） 21％（ 9 名） 0          0          
外歩き（n=35） 74％（26 名） 14％（ 5 名） 11％（ 4 名） 0          
食事（n=41） 20％（ 8 名） 80％（33 名） 0          0          
着替え（n=40） 48％（19 名） 45％（18 名） 8％（ 3 名） 0          
入浴（n=27） 26％（ 7 名） 52％（14 名） 22％（ 6 名） 0          
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表 6．指導案 2 において行った「2 つの点字は同じか、違うかクイズ」の正答率（4 年 2 組） 
出題内容 正答者数 正答率（N=40） 
①「め」と「う」 39 名 98％ 
②「め」と「め」 36 名 90％ 
③「う」と「ふ」 40 名 100％ 
④「こ」と「め」 37 名 93％ 
⑤「む」と「む」 26 名 65％ 
⑥「む」と「へ」 27 名 68％ 
 
ては正答率が 9 割を超えており、これらの問題では多くの子どもが点字を識別できる体験を行ったこと


































代  表     ： 水内豊和 
  附属特別支援学校 ： 和田充紀、大村和彦、栗林睦美、檜木哲也 
             柳川公三子、池崎理恵子、野崎美保、黒地忍 
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